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Living in Between Resistance and Acceptance: 
The Case of Kwajalein Atoll, Republic of the Marshall Islands
otake Aoi
Abstract
This paper examines the ways in which residents of Kwajalein Atoll, Republic of the Marshall 
Islands, silence their critique towards the U.S. Military Base in the area. Kwajalein Atoll was 
selected as a site for missile testing after the Pacific War. During the period of 1950s-1960s, the local 
population was forced to relocate from Kwajalein Island, the main islet, and from the middle part of 
the atoll, named the “Mid-Atoll Corridor.” Since then, the majority of the Kwajalein Atoll community 
has been residing on Ebeye Island, an island within the atoll approximately 5 km away from the 
military base on Kwajalein Island.
The construction of the U.S. military base and forced relocation sparked strong feelings of 
alienation and anger among Kwajalein Atoll landowners. Shortly after the relocation, landowners 
started organizing demonstrations to reassert their control over the affected land, which continued 
into the late 1980s.
Numerous studies have examined the ways in which the landowners of Kwajalein Atoll protested 
the military presence in the area and the forceful possession of their land. Contemporary studies on 
Kwajalein Atoll examine the tactics and agency of Marshallese resistance, particularly within the 
settings of political negotiation. These studies emphasize the perseverance of “the resistant spirit 
of homecoming” among Kwajalein landowners, and narrate how battles over land and power are 
embedded in the Marshallese cultural heritage [Dvorak 2018: 230-231].
However, on expanding the perspective to include the current residents of Ebeye Island, the 
shared narrative does not always seem to be about resistance or activism. Although Ebeye residents, 
including both Kwajalein Atoll landowners and non-landowners, possess sentiments of resentment 
and discomfort toward the area’s legacy of missile testing, they do not attempt to take any type of 
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political action. This does not imply that Ebeye residents are passive subjects; rather, it emphasizes 
that the dichotomy of “resistance (agency) or acceptance (passivity)” is inadequate to clarify the 
reality experienced by Ebeye residents today.
I follow the work by Li [2019], which asserts that although unequal power structures prevail 
across different communities, collective mobilization rarely occurs and, hence, ethnographers can 
benefit from “exploring the practices through which a ‘gut feeling’ does, or does not, morph into a 
campaign” [Li 2019: 37]. Rather than reducing everyday complaints regarding the base into acts 
of resistance, this paper aims to provide a partial explanation of the mechanisms that prevent the 
evolution of Ebeye residents’ complaints into social movements or activism.
キーワード：軍事基地，土地返還運動，マーシャル諸島共和国，クワジェリン環礁
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れたイバイ島が，第 2 の都市である。国内人口 53,158 人中，首都マジュロ環礁に 27,797 人，
クワジェリン環礁に 11,408 人居住し，7 割が都市部に集中している［EPPSO 2011］。

















は，4 人の「イロージラプラプ」が並立する［清水 1989: 133］。ラリック列島では，ラタッ
ク列島に比して，イロージ層の影響力が大きい。例外もあるが，土地や資源は，理念上イロー
ジ層に帰属するとされる［Carucci 1997: 28-29; Spoehr 1949: 78］。また，これも同諸島全
域には当てはまらないが，ラリック列島の最高首長位を含め，マーシャル諸島では，母系出














双系継承／相続の事例もある［須藤 1989: 144; Carucci 1997: 33-34］。人々の「出身」も多くの場合
双系的に決まる。
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リン島と，環礁北部のロイ = ナムル（Roi-Namur）島に建設された［Dvorak 2018: 167-
173］。当初は，基地建設に協力したマーシャル人や，核実験を逃れたビキニ環礁の元住民も，
クワジェリン島内に居住したが，1951 年にイバイ島へ移された［黒崎 2013: 254］。
1960 年代には，米軍が，クワジェリン環礁に近接するリブ（Lib）島と，クワジェリン




















結局，1986 年に COFA が発効し「マーシャル諸島共和国」が成立したことで，運動は沈
静化された［Hanlon 1998: 210-212］。国家樹立を先導したのは，マーシャル諸島共和国の
初代大統領アマタ・カブア（Amata Kabua）であった。同氏はラリック・ラタック両列島の
イロージとしての権威も生かし 3)，運動を停止させた［黒崎 2013: 89-91］。同国では，階層制
と議会政治の領域が浸透し合う。立法府には一院制の議会がある。一方，憲法の下で，諮問
議会として，イロージによる評議会が設置されている。また，中央政府と地方政府は，イロー
3) A. カブアもクワジェリン環礁地権者だが，基地存続を前提に，為政を行った［黒崎 2013: 88-89］。
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ジとアラップ中心に構成される［黒崎 2013: 55-57, 61-63］。









現在のイバイ島では，0.36 平方キロメートルの中に，9,614 人が居住する［EPPSO 














立てる。15 歳以上人口 5,734 人のうち，1,770 人が雇用されている［EPPSO 2011］。約 1,000

















頻繁に語られるのは，次の 5 点に関する不満である。列挙すれば，a. 基地で受けた人種差
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と契約した委託業者が労働者を雇用する。2018 年 3 月以降，15 年間基地の管理を担った「ク
ワジェリン基地サービス」（Kwajalein Range Services）が撤退し，新たに「ダイナコープ・
インターナショナル」（DYN Corp International: 以下，ダイナコープ社）が基地労働者を雇
用していた 8)。
2018 年秋からクワジェリン島米軍基地で事務をする 20 代女性 E（非地権者）と，基地内
のホテルで 10 年間，清掃員を務めた後に解雇され，2019 年時点で前職に再就職を申請して
いた 60 代女性 O（地権者）の事例を手がかりに，人々の不満が潜在する要因を探る。
【事例 I】「気候変動とは違う」［2019 年 12 月 9 日］















た［Smith-Norris 2016: 118-119］。また，一部の小島では，放射線にさらされる危険性がある［Dvorak 
2018: 173］。
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を批判した。1982 年の運動では，基地労働者の待遇改善も要求の 1 つであった 11)。
しかし，E は地方政府の役割を，住民意見の集約ではなく，基地との揉め事の防止と捉え，
住民の立場は無視されると予測する。E は他に，強制移住者用住居の改修が未着手であるこ





















年 11 月 15 日，12 月 9 日］。E の母親は，日用品を売る商店を経営している。赤字経営では
ないが，従業員を 2 人雇用すれば，1 日約 50 ドルは給与支払いで出ていく。E はこの損失を
11) “Negotiations to be Held in Washington if Kwaj Occupation Ends.” MIJ Sep 13, 1982
12) 1960 年代に環礁中部地域からイバイ島へ移住させられた人々は，現在も当時と同じ住居を使用して
いる。住居改修の計画が発表されたものの，筆者が E と会話をした同年 11 月の時点では資金面の問









【事例 II】解雇と働くことへの意欲［2019 年 11 月 18 日，12 月 25 日］
O は，クワジェリン環礁とビキニ環礁出身の 60 代女性である。O の姉はクワジェリン環
礁のアラップとして補償金を受け取るが，O はリジャルバルである。
ある日，前述した E の自宅へ行く筆者に，O もついてくる。扉を叩くと，E が出て，筆者
に「私，彼女（O）のこと知ってる。クワジェリン島（米軍基地内）のホテルで，清掃員と














【事例 II】において，E は O の解雇に疑問を抱くが，O は前職を肯定的に評価する。
O は「私は毎日，いつでも，働いている」と語り，働かないことを否定的に捉える。マーシャ
ル語における「働く」（jerbal）の指示対象は，賃金労働に限らず，家事や教会での活動も含む。






いた［2019 年 11 月 29 日，2019 年 12 月 6 日］。また，筆者が知るアラップや近親者 12 人
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アラップ本人 I 男性・40 代 学校 環礁中部
F 男性・40 代 裁判所 イバイ島
Z 男性・60 代 警察署 イバイ島
S 女性・60 代 自宅で仕立て業 環礁中部
C 女性・60 代 商店（経営） 環礁中部
N 女性・40 代 なし クワジェリン島近辺（島名は伏せる）
アラップから補償
金の分配を受ける
M 女性・30 代 ランドリー イバイ島／クワジェリン島
D 女性・40 代 銀行 イバイ島／クワジェリン島
R 男性・40 代 商店（従業員） クワジェリン島近辺（島名は伏せる）
T 女性・40 代 病院 クワジェリン島近辺（N の親族）
L 女性・60 代 なし クワジェリン島近辺（N の親族）















【事例 III】ミサイル実験への懸念［2018 年 7 月 14 日］
50 代女性の A は，イバイ島と，環礁北部ロイ＝ナムル島の基地に隣接するエニブル島を往
復して暮らす 15)。商業施設や病院はイバイ島に集中しているため，A のような人も多い。
この日，A はイバイ島病院に入院する配偶者を訪ねていた。病院の近くには A の親族が経
営する商店があり，商店前で A と共に，女性従業員（リブ島・クワジェリン環礁出身），男
性従業員（クワジェリン環礁出身），A 父方親族の女性｛アウル（Aur）環礁出身・米国から
帰国中｝，筆者の 5 人で座っていた。A が，エニブル島住民の笑い話を始める。「彼らは教育
を受けてなさすぎて，缶詰が加工品だってことも知らない」と A が言い，周囲が笑う。男性
従業員が「彼らは甘やかされているよ」と言うと，A も同意する。











15) A の周囲は，A をクワジェリン環礁の出身と見なしていた。一方，A が養子に出された関係から，A
の親族の中には異なる見解を持つ人もいた。
65














ある。もう 1 つは，基地の全体ではなく，一部分を切り取ることである。【事例 III】におい
ても，A や周囲の人々は個別の米国人女性 1 人に限り，陰口を共有していた。陰口から，基
地自体に関する話題に発展することは稀であり，基地をめぐる問題の根本的な解決というよ
りは，問題からの一時的な逃避として，陰口を交えた会話が展開されている。
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